
　

陽
春
の
訪
れ
と
と
も

　

陽
春
の
訪
れ
と
と
も

に
、
清
々
し
く
「
令
和
」

に
、
清
々
し
く
「
令
和
」

の
新
し
い
時
代
を
迎
え
、

の
新
し
い
時
代
を
迎
え
、

日
本
国
民
は
、
新
時
代

日
本
国
民
は
、
新
時
代

の
幕
開
け
を
喜
び
、
天
皇
ご
即
位
の
日
か
ら
、
こ
の
美

の
幕
開
け
を
喜
び
、
天
皇
ご
即
位
の
日
か
ら
、
こ
の
美

し
い
国
を
愛
し
つ
つ
、
和
魂
を
胸
に
揺
る
ぎ
な
い
礎
の

し
い
国
を
愛
し
つ
つ
、
和
魂
を
胸
に
揺
る
ぎ
な
い
礎
の

上
で
確
か
な
歩
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

上
で
確
か
な
歩
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
本
学
園
は
創
立
一
一
〇
年
を
迎
え
ま
す
。
創

　

今
年
、
本
学
園
は
創
立
一
一
〇
年
を
迎
え
ま
す
。
創

立
者
、
上
野
安
紹
先
生
の
人
間
教
育
へ
の
熱
情
と
、
未

立
者
、
上
野
安
紹
先
生
の
人
間
教
育
へ
の
熱
情
と
、
未

来
を
担
う
若
者
へ
の
深
き
愛
は
、
今
も
な
お
本
学
園
の

来
を
担
う
若
者
へ
の
深
き
愛
は
、
今
も
な
お
本
学
園
の

根
幹
と
な
り
真
実
と
し
て
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

根
幹
と
な
り
真
実
と
し
て
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

　

大
正
近
い
明
治
四
十
四
年
の
創
立
以
来
、
幾
重
に
も

　

大
正
近
い
明
治
四
十
四
年
の
創
立
以
来
、
幾
重
に
も

時
を
重
ね
、
延
べ
約
三
万
二
千
名
を
超
え
る
多
く
の
卒

時
を
重
ね
、
延
べ
約
三
万
二
千
名
を
超
え
る
多
く
の
卒

業
生
は
、
学
園
へ
の
愛
校
心
と
と
も
に
、
本
校
発
展
の

業
生
は
、
学
園
へ
の
愛
校
心
と
と
も
に
、
本
校
発
展
の

た
め
に
多
大
な
る
お
力
を
そ
そ
い
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

た
め
に
多
大
な
る
お
力
を
そ
そ
い
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
長
き
に
わ
た
る
隆
盛
と
そ
の
輝
か
し
い
歴
史
を
支

こ
の
長
き
に
わ
た
る
隆
盛
と
そ
の
輝
か
し
い
歴
史
を
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
、
同
窓
会
（
三
敬
会
）
の
皆
様
に
は
、

え
て
く
だ
さ
っ
た
、
同
窓
会
（
三
敬
会
）
の
皆
様
に
は
、

深
く
厚
く
、
感
謝
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

深
く
厚
く
、
感
謝
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

睦
町
の
学
舎
の
部
屋
部
屋
に
は
、「
質
実
剛
健
」「
士

　

睦
町
の
学
舎
の
部
屋
部
屋
に
は
、「
質
実
剛
健
」「
士

魂
商
才
」「
三
敬
」
他
、
か
つ
て
の
偉
人
、
書
家
が
筆

魂
商
才
」「
三
敬
」
他
、
か
つ
て
の
偉
人
、
書
家
が
筆

を
執
ら
れ
た
作
品
が
、
色
褪
せ
な
が
ら
も
堂
々
と
飾
ら

を
執
ら
れ
た
作
品
が
、
色
褪
せ
な
が
ら
も
堂
々
と
飾
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
書
が
放
つ
力
は
、
ま
さ
に
ひ
と

れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
書
が
放
つ
力
は
、
ま
さ
に
ひ
と

り
の
人
間
が
生
き
抜
く
た
め
の
魂
の
力
と
し
て
、
見
る

り
の
人
間
が
生
き
抜
く
た
め
の
魂
の
力
と
し
て
、
見
る

も
の
を
惹
き
つ
け
ま
す
。

も
の
を
惹
き
つ
け
ま
す
。

　

西
暦
二
〇
二
〇
年
、
令
和
二
年
。
昭
和
か
ら
平
成
を

　

西
暦
二
〇
二
〇
年
、
令
和
二
年
。
昭
和
か
ら
平
成
を

経
て
、
日
々
変
化
変
動
す
る
社
会
情
勢
と
と
も
に
、
現

経
て
、
日
々
変
化
変
動
す
る
社
会
情
勢
と
と
も
に
、
現

在
も
多
く
の
在
校
生
は
、
多
方
面
の
様
々
な
分
野
で
活

在
も
多
く
の
在
校
生
は
、
多
方
面
の
様
々
な
分
野
で
活

躍
を
し
な
が
ら
高
い
目
標
に
向
か
っ
て
日
々
努
力
精
進

躍
を
し
な
が
ら
高
い
目
標
に
向
か
っ
て
日
々
努
力
精
進

し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
「
文
星
昌
」
の
ま
ば
ゆ
い
光
彩
を
放
つ
総
合
学
園
と

　
「
文
星
昌
」
の
ま
ば
ゆ
い
光
彩
を
放
つ
総
合
学
園
と

し
て
の
文
星
が
、
維
れ
新
た
な
る
も
の
と
し
て
、
今
後

し
て
の
文
星
が
、
維
れ
新
た
な
る
も
の
と
し
て
、
今
後

と
も
さ
ら
な
る
発
展
を
重
ね
て
い
く
こ
と
を
願
い
、
同

と
も
さ
ら
な
る
発
展
を
重
ね
て
い
く
こ
と
を
願
い
、
同

窓
会
（
三
敬
会
）
の
栄
光
あ
る
発
展
と
、
会
員
の
皆
様

窓
会
（
三
敬
会
）
の
栄
光
あ
る
発
展
と
、
会
員
の
皆
様

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
平
成
三
十
一

年
四
月
文
星
芸
術
大
学

附
属
高
等
学
校
の
校
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た

大
塚
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

同
窓
会
（
三
敬
会
）
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
、
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

五
月
に
は
新
元
号
「
令
和
」
の
時
代
が
始
ま
り
、
私

自
身
昭
和･

平
成･

令
和
の
三
つ
の
時
代
を
長
き
に
わ

た
り
勤
務
で
き
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
多
く

の
生
徒
（
卒
業
生
）
と
関
わ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
上
な

い
喜
び
で
す
。
そ
し
て
今
後
も
、
日
々
の
職
務
に
邁
進

し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

さ
て
、本
校
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
さ
れ
る
記
念
す
べ
き
令
和
二
年
に
創
立

一
一
〇
年
を
迎
え
ま
す
。
現
在
、
記
念
式
典
を
十
一
月

に
実
施
す
べ
く
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
い
歴

史
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
変
化
し
て
も
、
本
校
の

教
育
理
念
で
あ
る
校
訓
「
三
敬
精
神
」
の
体
得
実
践
こ

そ
が
、
多
く
の
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
一
貫
し
て
変
わ
る

こ
と
の
な
い
教
え
で
あ
り
、
そ
れ
は
社
会
に
貢
献
で
き

る
人
間
の
礎
と
な
る
不
動
の
精
神
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

本
校
で
学
ん
だ
生
徒
た
ち
が
、
急
速
か
つ
大
き
く
変
化

す
る
実
社
会
で
的
確
に
対
応
し
時
代
を
逞
し
く
切
り
拓

き
成
長
で
き
る
よ
う
人
材
の
育
成
に
教
職
員
一
同
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
在
校
生
た
ち
は
、
部
活
動
や
進
路

に
向
け
て
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
目
標
を
た
て
日
々
努
力
精

進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
校
の
歴
史
と
伝
統
に
鑑
み
な
が
ら
、
同
窓
生
の
皆

様
に
も
誇
ら
し
い
文
星
芸
術
大
学
附
属
高
等
学
校
で
あ

り
続
け
る
た
め
に
、
今
後
と
も
生
徒
の
教
育
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
同
窓
会
（
三
敬
会
）
の
皆
様
の

引
き
続
き
の
ご
支
援
・
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
元
号
が
令
和
と
な

り
、
や
は
り
天
皇
の
代

替
わ
り
は
日
本
人
に

と
っ
て
一
大
関
心
事
で

あ
り
、
新
元
号
へ
の
希

望
を
託
す
人
も
多
い
こ

と
を
知
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
様
に
は
、

ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
同
窓
会
へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
六
月
一
日
（
第
一
土
曜
日
）
に
同
窓
会
総
会
、

そ
し
て
懇
親
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
学
校
法
人
宇
都

宮
学
園
上
野
憲
示
理
事
長
を
は
じ
め
、多
く
の
同
窓
生
、

教
職
員
の
皆
様
や
昨
年
卒
業
さ
れ
た
同
窓
生
に
参
加
を

い
た
だ
き
盛
大
に
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
い
た

し
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
二
組
の
親
子
三
代
表
彰
（
鈴
木
悦
夫
・

大
輔
・
康
生
様
三
代
と
鈴
木
敏
夫
・
紀
亮
・
愛
也
様
三

代
）
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、懇
親
会
に
お
い
て
は
、

同
窓
会
の
総
務
部
が
中
心
と
な
り
盛
大
に
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
、
ご
苦
労
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
い
た
し
ま
し
て
、
七
月

三
日
に
高
橋
薫
先
生
（
昭
和
四
十
九
年
卒
）
元
硬
式
野

球
部
監
督
が
、
七
月
三
十
日
に
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
の
監
督
を
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
伊
藤
均
先
生
（
昭
和

六
十
三
年
卒
）
が
現
職
で
亡
く
な
ら
れ
、
九
月
二
日
に

は
同
窓
会
役
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
近
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藤
勝
二
理
事
（
昭
和
三
十
五
年
卒
）
が
、
そ
し
て
十
月

十
七
日
に
は
同
窓
会
役
員
の
重
鎮
で
あ
り
ま
し
た
芦
澤

伸
参
与
（
昭
和
二
十
八
年
卒
）
と
文
星
高
校
を
代
表
す

る
偉
大
な
同
窓
生
を
失
い
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
校
は
明
治
四
十
四
年
に
創
立
者
上
野
安
紹
先
生

が
、
三
敬
精
神
を
建
学
の
理
念
と
し
て
、
教
育
実
践
の

柱
と
し
、「
一
、
自
己
を
敬
へ
・
一
、
他
人
を
敬
へ
・
一
、

仕
事
を
敬
へ
」
の
三
つ
の
敬
へ
が
あ
り
ま
す
。「
自
己

を
敬
へ
」
と
は
自
分
を
大
切
に
し
、
自
信
を
持
っ
て
人

生
を
精
い
っ
ぱ
い
生
活
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。
し
か
し
、
社
会
は
自
分
一
人
で
な
く
、
自
分
の

思
う
よ
う
に
事
は
成
り
ま
せ
ん
、
そ
こ
に
「
他
人
を
敬

へ
」が
必
要
で
あ
り
社
会
が
成
り
立
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

し
か
し
、
生
産
性
が
な
け
れ
ば
生
活
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
、
そ
こ
で
「
仕
事
を
敬
へ
」
が
あ
り
、
真

面
目
に
勤
労
す
る
こ
と
が
個
人
と
し
て
の
幸
福
へ
の
近

道
で
あ
り
、
社
会
発
展
の
根
源
で
あ
り
ま
す
。
以
上
三

敬
精
神
は
永
久
不
滅
の
素
晴
ら
し
い
精
神
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

今
年
も
、創
立
百
十
周
年
に
向
け
て
の
準
備
も
学
校
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
同
窓
会
三
者
の
協
力
の
も
と
、
意
義
あ
る
周

年
行
事
実
施
の
た
め
の
話
し
合
い
が
持
た
れ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
母
校
及
び
同
窓
会
の
今

後
ま
す
ま
す
の
発
展
の
た
め
に
、
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
お

力
添
え
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

創
立
百
十
周
年
を
間
近
に
し
て

会
　
長

加
藤
　
明
男

受
け
継
が
れ
る
校
訓

文
星
芸
術
大
学
附
属
高
等
学
校
長
　
　

大
塚
　
　
晃

維こ

れ　

新
た
な
り

上
野
　
憲
示

学
校
法
人
宇
都
宮
学
園
理
事
長
　
　

文 星 芸 大 附 属 高 等 学 校 同 窓 会 （ 三 敬 会 ）  第 十 回 会 報⑴



　

そ
の
後
、
本
題
の
議
事
に
移
り
、
規
約
に
よ
り

議
長
に
選
出
さ
れ
た
加
藤
会
長
の
進
行
で
議
事
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
山
星
浩
孝
事
務
局
長
か
ら
平

成
三
十
年
度
事
業
及
び
会
計
決
算
報
告
、
落
合
満

副
会
長
か
ら
監
査
報
告
、
ま
た
山
星
事
務
局
長
か

ら
二
〇
一
九
年
度
事
業
計
画
案
及
び
予
算
案
の
説

明
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、
全
議
案
が
滞
り
な
く

満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
親
子
三
代
表
彰
が
行
わ
れ
、
今
年
は

二
組
（
一
組
目
、
鈴
木
悦
夫
・
大
輔
・
康
生
様
、

二
組
目
は
鈴
木
敏
夫
・
紀
亮
・
愛
也
様
）
の
方
々

が
表
彰
と
な
り
、
そ
の
う
ち
の
一
組
、
鈴
木
大

輔
・
康
生
親
子
に
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
今
ま

で
参
加
の
少
な
か
っ
た
若
い
方
の
参
加
が
目
立
ち

ま
し
た
。
特
に
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
学
校
の

協
力
に
よ
り
同
窓
会
ク
ラ
ス
代
表
幹
事
が
選
出
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
本
年
は
浅
川
颯
さ
ん
を
は
じ

め
、
六
十
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は

今
後
の
明
る
い
話
題
と
な
り
、
会
場
を
大
い
に
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
六
月
一
日
（
土
）
午
後
五
時
よ
り
、

宇
都
宮
市
内
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
に
お
い

て
、
平
成
か
ら
令
和
に
年
号
が
変
わ
り
初
め
て
の

二
〇
一
九
年
度
文
星
芸
術
大
学
附
属
高
等
学
校
同

窓
会
（
三
敬
会
）
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
幅
広
い
年
代
の
同
窓
生
と
、
来
賓

と
し
て
学
校
法
人
宇
都
宮
学
園
上
野
憲
示
理
事
長
、

文
星
芸
術
大
学
附
属
高
等
学
校
大
塚
晃
校
長
、
上

野
通
子
参
議
院
議
員
、
宇
都
宮
文
星
女
子
高
等
学

校
上
野
一
典
校
長
の
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
は
大
和
勝
夫
副
会
長
の
開
会
の
こ
と
ば
で

幕
を
開
け
、
加
藤
明
男
会
長
、
大
塚
校
長
、
上
野

参
議
院
議
員
、
宇
都
宮
文
星
女
子
高
等
学
校
上
野

校
長
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
時
間
の
懇
親
会
も
盛
会
の
う
ち
に
終
了
と
な

り
、
再
会
を
約
束
し
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
藤
㟢
則
之
記
）

二
〇
一
九
年
度

二
〇
一
九
年
度  

文
星
芸
大
附
属
高
同
窓
会（
三
敬
会
）総
会

文
星
芸
大
附
属
高
同
窓
会（
三
敬
会
）総
会 

昭
和
三
十
八
年
三
月
卒
業
（
一
五
回
）　

　
戸
﨑
　
國
行

　

私
は
、
古
き
良
き
伝
統
あ
る
宇
都
宮
学
園

に
昭
和
三
十
五
年
四
月
に
入
学
致
し
ま
し
た
。

入
学
後
の
特
筆
す
べ
き
思
い
出
は
、
野
球
部

が
昭
和
三
十
六
年
夏
季
の
第
四
十
三
回
全
国

高
等
学
校
野
球
選
手
権
に
栃
木
県
代
表
と
し

て
出
場
し
た
こ
と
で
す
。
県
予
選
会
時
よ
り

応
援
の
練
習
は
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
決

定
後
は
更
に
練
習
に
熱
が
入
り
活
気
に
満
ち

最
高
潮
に
達
し
、
全
校
生
徒
が
興
奮
い
た
し

ま
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

次
の
思
い
出
は
三
学
年
進
級
時
に
、
学
校

よ
り
図
書
委
員
長
に
任
命
い
た
だ
き
ま
し
て
、

一
学
年
か
ら
三
学
年
の
各
ク
ラ
ス
よ
り
選
出

さ
れ
ま
し
た
委
員
と
の
初
会
議
を
図
書
館
で

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
担
当
の
福
田
寛
先
生

（
図
書
責
任
）
よ
り
、
図
書
委
員
の
基
本
方

針
や
行
動
指
針
の
説
明
・
ご
指
導
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
私
は
、
委
員
長
と
し
て
の
一
年

間
の
目
標
を
掲
げ
、
全
校
生
徒
が
図
書
館
及

び
読
書
本
の
利
用
頻
度
の
改
善
策
と
し
て

（
ア
ッ
プ
）
一
人
最
低
で
も
年
一
回
以
上
の

利
用
を
級
友
に
図
書
委
員
が
呼
び
掛
け
る
方

針
を
提
案
し
、
全
員
賛
成
を
得
て
即
刻
に
ス

タ
ー
ト
し
、
大
成
功
し
ま
し
た
。
ま
た
、
県

立
宇
都
宮
高
校
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
宇

都
宮
市
内
高
校
図
書
委
員
長
会
議
に
出
席
し
、

各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
議
題
を
設
け

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
方
式
で
検
討
の
う
え
発

表
し
、
そ
れ
を
質
疑
し
合
う
方
法
で
、
非
常

に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
学
校

に
持
ち
帰
り
、
全
図
書
委
員
に
同
じ
方
法
で

実
施
し
、
図
書
館
利
用
目
的
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
に
寄
与
し
た
こ
と
を
今
で
も
誇
ら
し
く
感

高
校
時
代
の
思
い
出
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平
成
二
十
四
年
に
本
学
を
卒
業
し

ま
し
た
、
岡
本
源
二
郎
と
申
し
ま
す
。

市
議
会
議
員
選
挙
に
当
た
っ
て
は
、

文
星
の
先
輩
方
、
同
窓
生
が
い
ち
早

く
応
援
協
力
を
し
て
く
だ
さ
り
、
ま

た
上
野
理
事
長
ご
夫
妻
も
応
援
に
駆

け
つ
け
て
下
さ
っ
た
お
か
げ
で
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
選
挙
戦
を
戦
い
抜

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
皆
様
に
感
謝
の
意
を
伝

え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

私
の
曽
祖
父
、
半
田
清
重
は
宇
都

宮
実
業
高
等
学
校
の
第
一
回
卒
業
生
で
す
。
ま
た
私

は
学
園
の
創
立
百
周
年
で
生
徒
会
長
と
し
て
祝
辞
を

述
べ
る
栄
誉
を
い
た
だ
き
学
園
と
の
深
い
縁
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

宇
都
宮
市
議
会
議
員
に
立
候
補
す
る
。
と
決
断
す

る
に
至
る
の
も
文
星
で
六
年
間
通
っ
た
、
学
校
、
学

友
の
お
か
げ
で
あ
り
ま
す
。
本
学
に
入
学
し
た
当
時
、

私
は
目
標
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が

同
じ
十
六
歳
で
、
東
大
を
目
指
す
か
、
奨
励
会
に
挑

戦
す
る
か
真
剣
に
悩
む
も
の
。
周
囲
か
ら
何
を
言
わ

れ
て
も
医
者
に
な
る
と
決
め
て
勉
強
を
し
続
け
る
も

の
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
式
で
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ

を
吹
く
た
め
警
視
庁
を
目
指
す
も
の
。
そ
れ
ら
の
学

友
に
刺
激
を
う
け
、
人
生
に
お
い

て
目
標
を
も
つ
大
切
さ
に
気
付
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
九
月
一
般
質
問
に

お
い
て
は
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

と
、
若
者
の
自
立
、
就
労
支
援
な

ど
に
つ
い
て
質
問
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
年
生
議

員
と
し
て
、
や
る
べ
き
こ
と
は
山

積
み
で
す
。
課
題
に
直
面
す
る
こ

と
も
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
様
々
な
課
題
が
立
ち
は
だ

か
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

ん
な
と
き
本
学
の
建
学
の
精
神
で

あ
る
「
三
敬
精
神
」
に
立
ち
戻
り
、
「
ラ
イ
オ
ン
主

義
」
で
一
日
一
日
を
全
力
で
働
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。平

成
二
十
五
年
卒
　
　
粂
川
　
訓
廣

　

昨
年
度
よ
り
本
校
の
職
員
と
し
て
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
、
粂
川
訓
廣
と
申
し
ま
す
。
文

星
の
卒
業
生
と
し
て
、
母
校
に
恩
返
し
が
で
き
る

こ
と
に
大
変
感
銘
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
い
ち
早

く
仕
事
に
慣
れ
、
文
星
の
名
に
恥
じ
な
い
よ
う
な

指
導
が
で
き
る
教
員
に
な
れ
る
よ
う
、
よ
り
一
層

精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

文
星
の
生
徒
は
、
「
三
敬
精
神
」
「
ラ
イ
オ
ン

主
義
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
何
事
に
対
し
て
も
全
力
で

取
り
組
む
姿
が
見
受
け
ら
れ
る
と
同
時
に
、
常

に
親
身
に
な
っ
て
ご
指
導
な
さ
る
諸
先
生
方
に
も

日
々
感
心
さ
せ
ら
れ
て
お
り
、
私
は
、
こ
れ
こ
そ

が
文
星
の
誇
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
先
輩
方
の
背
中
を
追
い
か

け
て
、
少
し
で
も
早
く
一
人
前
の
教
員
と
し
て
生

徒
に
関
わ
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
文
星
が
よ
り
輝
け

る
よ
う
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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じ
て
お
り
ま
す
。

　

更
な
る
思
い
出
は
、
三
年
生
の
最
大
の
イ

ベ
ン
ト
関
西
方
面
練
成
修
学
旅
行
（
昭
和

三
十
七
年
八
月
三
日
か
ら
八
日
ま
で
の
六
日

間
）
夏
休
み
期
間
を
利
用
し
、
上
野
秀
文
学

校
長
を
は
じ
め
引
率
先
生
・
宇
学
生
・
育
英

校
生
、
総
数
二
百
五
十
名
参
加
で
、
伊
勢
神

宮
の
内
宮
外
宮
・
伊
勢
志
摩
・
奈
良
・
大

阪
・
京
都
・
熱
海
と
「
練
成
」
旅
行
が
実
施

さ
れ
、
特
筆
す
る
思
い
出
と
し
て
、
鳥
羽
真

珠
島
で
の
海
女
さ
ん
た
ち
の
素
潜
り
に
て
真

珠
貝
採
取
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は

「
簡
単
に
見
え
ま
す
が
」
そ
の
日
そ
の
日
に

よ
っ
て
、
海
中
透
明
度
・
海
流
の
速
さ
・
波

の
高
低
・
天
候
に
よ
っ
て
、
真
珠
貝
は
〇
個

の
日
も
あ
る
と
ベ
テ
ラ
ン
海
女
さ
ん
よ
り
説

明
し
て
頂
き
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
や
指
輪
が
使
用

で
き
る
の
も
海
女
さ
ん
の
お
陰
と
全
員
感
謝

の
思
い
で
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
旅
行
で
の
思
い
出
は
、
緑
の

木
々
に
囲
ま
れ
池
の
水
面
に
映
っ
た
黄
金
色

の
煌
び
や
か
で
荘
巌
・
日
本
建
築
の
粋
を
結

集
し
た
金
閣
寺
は
日
本
の
国
宝
文
化
財
と
し

て
、
見
学
し
非
常
に
感
激
で
胸
一
杯
に
な
り

ま
し
た
こ
と
が
、
強
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他
、
文
面
で
は
書
き
表
す
事
が
出
来
な

い
風
景
や
事
柄
が
、
た
く
さ
ん
思
い
出
さ
れ

ま
す
。

　

総
数
二
百
五
十
名
の
お
一
人
お
一
人
が

「
沢
山
の
思
い
出
」
を
お
土
産
に
宇
都
宮
の

学
舎
に
元
気
で
戻
っ
た
当
時
を
懐
か
し
く
思

い
出
し
ま
す
。

　

「
三
敬
精
神
」
の
校
訓
は
私
の
人
生
の
心

の
「
礎
」
と
し
て
、
現
在
も
尚
大
き
な
原
動

力
と
し
て
、
流
れ
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

結
び
に
同
窓
会
（
三
敬
会
）
の
繁
栄
と

益
々
の
発
展
と
会
員
皆
様
の
幸
多
か
ら
ん
事

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
八
年
卒
　
　
吉
澤
　
啓
貴

（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
　
監
督
）

　

十
一
月
四
日
、
全
国
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト

選
手
権
大
会
栃
木
県
予
選
会
で
優
勝
し
、
昨
年

に
引
き
続
き
ウ
ィ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
に
出
場
す
る

こ
と
が
決
ま
り
、
十
二
月
二
十
四
日
に
熊
本
県

の
九
州
学
院
高
校
と
試
合
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
全
国
大
会
で
は
良
い
結
果
を
残
す
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ウ
ィ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ

栃
木
県
予
選
で
は
２
連
覇
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
結
果
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
の
も
、
皆
様
方
の
応
援
が
選
手

に
届
い
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
、
長
年
監
督
を
務
め
ら
れ
て
い
た

伊
藤
先
生
が
若
く
し
て
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま

し
た
。
『
文
星
バ
ス
ケ
部
＝
伊
藤
先
生
』
と
い

う
程
、
私
や
選
手
は
伊
藤
先
生
に
導
か
れ
な
が

ら
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
で
は
、
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
３
年
連
続
出
場
、
関
東
大
会
Ｂ
ブ

ロ
ッ
ク
準
優
勝
と
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
更
に
結
果
を
出
し
て
い
け

る
と
思
っ
た
矢
先
の
事
で
、
ま
だ
ま
だ
気
持
ち

の
整
理
が
つ
か
な
い
と
い
う
の
が
本
音
で
す
。

し
か
し
、
残
さ
れ
た
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
や
、
選

手
た
ち
は
立
ち
止
ま
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
伊
藤
先
生
の
思
い
を
継
ぎ
、
伊
藤
先
生
が

常
々
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
い
た
『
文
星
史
上
最
高

の
成
績
』
を
残
す
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
全
力

で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教
　
員
　
紹
　
介
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名　　　称 代表者（事務局） 卒年 住　　所 連絡先

硬式野球部ＯＢ会 山本　久一
（佐藤　幸雄）

（Ｓ52）
（Ｓ43）

宇都宮市飯田町２１５－４
（秀文記念スタジアム内） 090－4415－0005

バスケットボール部ＯＢ会 神長　幸司
（宇津江貴志）

（Ｓ48）
（Ｓ50）

鹿沼市下田町2－1078 090－3146－7912

柔道部ＯＢ会 菊地　　孝 （Ｈ３） 野木町潤島１１2－１3 090－8684－7760

剣道部ＯＢ会 川股　通浩
（加藤　明男）

（Ｓ40）
（Ｓ48） 宇都宮市中岡本町37１5－１8１ 090－4591－8005

応援団部ＯＢ会 堀江　一成
（堀江　一成） （Ｓ53） 宇都宮市中岡本町2６5９－６0 090－4545－3968

部活動ＯＢ会一覧 ※各部に顧問 （ 担当教諭 ） を通じて調査した結果、ＯＢ会の存在と活動が確認された部と、その後連絡のあった部につ
いて掲載しました。一覧より漏れている場合は、同窓会事務局まで連絡をお願いいたします。

◎
硬
式
野
球
部

　

第
１
０
１
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
記
念
栃
木
大
会

　
　

決
勝
で
作
新
学
院
に
２
対
６
敗
退　

準
優
勝
！

　

第
72
回
秋
季
栃
木
県
高
等
学
校
野
球
大
会

　
　

決
勝
で
青
藍
泰
斗
に
４
対
５
敗
退　

準
優
勝
！

　

第
72
回
秋
季
関
東
地
区
高
等
学
校
野
球
大
会
出
場
！

　
　

１
回
戦
で
山
梨
学
院
（
山
梨
）
に
６
対
１１
敗
退

◎
陸
上
競
技
部

　

令
和
元
年
度
関
東
高
等
学
校
陸
上
競
技
大
会
出
場
！

　
　

磯
田
力
（
３
年
）
斉
藤
永
遠
（
２
年
）
石
川
ジ
ン
（
１
年
）

　

令
和
元
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
出
場
！

　
　

磯
田
力
（
３
年
）
予
選
敗
退

　

栃
木
県
新
人
陸
上
競
技
大
会

　
　

斉
藤
永
遠
（
２
年
）
砲
丸
投
３
位

　
　

石
川
ジ
ン
（
１
年
）
円
盤
投
１
位
・
ハ
ン
マ
ー
投
２
位

　

第
23
回
関
東
選
抜
新
人
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　
　

斉
藤
永
遠
（
２
年
）
砲
丸
投
３
位

　
　

石
川
ジ
ン
（
１
年
）
ハ
ン
マ
ー
投
・
円
盤
投

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

予
選
敗
退

◎
駅
伝
部

　

第
90
回
栃
木
県
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　
　

関
本
敬
太
（
１
年
）
８
０
０
ｍ
第
６
位　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
東
大
会
出
場
！

　

第
92
回
関
東
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　
　

関
本
（
１
年
）
８
０
０
ｍ
第
６
位

　

第
72
回
関
東
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会
出
場
！

　
　

第
33
位

◎
柔
道
部

　

関
東
ジ
ュ
ニ
ア
体
重
別
選
手
権
大
会
県
予
選
会

　
　

高
杉
未
羽
（
３
年
）
１
０
０
㎏
級　

準
優
勝
！

　

令
和
元
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柔
道
競
技
大
会
出
場
！

　
　

渡
邉
陽
喜
（
３
年
）
６６
㎏
級　

２
回
戦
優
勢
負
け

　
　

高
杉
未
羽
（
３
年
）
１
０
０
㎏　

１
回
戦
優
勢
負
け

◎
剣
道
部

　

第
66
回
関
東
高
等
学
校
剣
道
大
会
出
場

　
　

予
選
リ
ー
グ
敗
退

◎
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

栃
木
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

兼
関
東
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
県
予
選

　
　

決
勝
リ
ー
グ
２
勝
１
敗
で
準
優
勝
し
、
関
東
大
会
出
場
！

　

第
60
回
関
東
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
団
体
選
手
権
大
会

　
　

１
回
戦
敗
退

　

第
70
回
関
東
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

　
　

根
本
・
糸
山
（
と
も
に
３
年
）
２
回
戦
敗
退

　
　

斎
藤
・
竹
澤
（
と
も
に
３
年
）
３
回
戦
敗
退

　

全
日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
（
宮
崎
県
）
出
場
！

　
　

個
人
戦　

根
本
・
糸
山
（
と
も
に
３
年
）

　
　
　

１
回
戦
長
崎
工
業
（
長
崎
）
に
４
対
０
で
勝
利
、

　
　
　

２
回
戦
東
北
（
宮
城
）
に
０
対
４
で
敗
退

◎
テ
ニ
ス
部

　

第
93
回
関
東
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
出
場
！

　
　

亀
井
泰
造
（
１
年
）
ベ
ス
ト
１６

　

令
和
元
年
度
栃
木
県
高
等
学
校
新
人
テ
ニ
ス
大
会

　
　

決
勝
で
足
大
附
に
２
対
３
で
敗
退　

準
優
勝
！

　

令
和
元
年
度
関
東
選
抜
高
校
テ
ニ
ス
大
会
出
場
！

　
　

第
８
位

◎
卓
球
部

　

令
和
元
年
度
第
23
回
関
東
高
等
学
校
新
人
卓
球
大
会
出
場
！

◎
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

栃
木
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　

県
で
準
優
勝
し
、
関
東
大
会
出
場
！

　
　

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク　

準
優
勝
！

　

令
和
元
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
大
会
出
場
！

　
　

１
回
戦 

羽
黒
（
山
形
）
に
7１
対
１
０
１
で
敗
退

　

第
50
回
全
国
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
予
選

　
　

決
勝
戦
で
宇
工
に
１
０
２
対
8９
で
優
勝
！

　

ウ
ィ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
２
０
１
９
第
72
回
全
国
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
出
場
！

　
　

１
回
戦 

九
州
学
院
（
熊
本
）
に
74
対
82
で
敗
退

◎
特
殊
運
動
（
ス
キ
ー
）

　

栃
木
県
高
校
総
合
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
会

　
　

武
田
謙
太
郎
（
３
年
）
男
子
回
転
３
位
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

男
子
大
回
転
３
位

　
　
　
　
　
　
　

（
関
東
大
会
・
全
国
大
会
出
場
獲
得
！
）

◎
写
真
部

　

第
41
回
栃
木
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
写
真
展

　
　

Ａ
部
門
課
題
作
品
の
部　

広
瀬
開
（
２
年
）
準
特
選
！

◎
将
棋
部

　

第
55
回
全
国
高
等
学
校
将
棋
選
手
権
大
会
県
予
選

　
　

Ａ
チ
ー
ム
優
勝
！

　

第
55
回
全
国
高
等
学
校
将
棋
選
手
権
大
会
団
体
戦

　
　

ベ
ス
ト
１６　

大
将
・
鹿
野
隼
人
（
３
年 

）

　
　
　
　
　
　
　

副
将
・
速
水
秀
馬
（
２
年
） 

　
　
　
　
　
　
　

三
将
・
加
藤
真
純
（
２
年
）  

　

第
32
回
全
国
高
等
学
校
将
棋
竜
王
戦
栃
木
県
予
選

　
　

速
水
秀
馬
（
２
年
）
優
勝
！

　

第
32
回
全
国
高
等
学
校
将
棋
竜
王
戦
（
福
岡
）

　
　

速
水
秀
馬
（
２
年
）
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回
戦
敗
退

　

第
30
回
関
東
地
区
高
等
学
校
文
化
連
盟
将
棋
大
会
県
予
選

　
　

速
水
秀
馬
（
２
年
）
優
勝
！

　
　

加
藤
真
純
（
２
年
）
準
優
勝
！

　

第
30
回
関
東
地
区
高
等
学
校
文
化
連
盟
将
棋
大
会

　
　

速
水
秀
馬
（
２
年
）
第
４
位

　
　

加
藤
真
純
（
２
年
）
ベ
ス
ト
８

　

第
28
回
全
国
高
等
学
校
文
化
連
盟
将
棋
新
人
大
会
県
予
選

　
　

速
水
秀
馬
（
２
年
）
優
勝
（
全
国
大
会
出
場
！
）

　
　

加
藤
真
純
（
２
年
）
準
優
勝
（
全
国
大
会
出
場
！
）

令
和
元
年
度
各
種
大
会
結
果
報
告

運　

動　

部

文　

化　

部

文 星 芸 大 附 属 高 等 学 校 同 窓 会 （ 三 敬 会 ）  第 十 回 会 報 ⑷⑷


